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一病院長を対象とした調査結果から－  
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にこたえるため，大学院修士課程は，今後，高度専門  

職業人養成の目的に即した教育研究体制，教育内容・  

方法等の整備を図り，その機能を一層強化していくこ  

とが急務となっている」とされ，研究者養成に傾きが  

ちだった大学院から，高い専門知識を持った職業人を  

養成するための実践的教育を行う実務型大学院への転  

換が打ち出された。そして，2003年には高度の専門性  

が求められる職業を担うための深い学識と卓越した能  

力を培うことを目的とした「専門職大学院設置基準」  

が制定される等，大学院修士課程においては，研究者  

の育成と高度専門職業人の育成の両方にその力点が置  

かれるようになった。  

Ⅱ．調査の 目 的  

本学では平成15年10月に保健学科の設置が認めら  

れ，「幅広い教育課程に裏付けられた，医学・医療の  

全体を視野に入れた健康科学分野の高度専門医療職を  

育成する」ことを目標に，平成16年4月から教育を開  

始している。さらに，これを基盤として本学科では医  

療教育のさらなる向上を目指して，大学院医学系研究  

科人間健康科学系専攻（修士課程）の設置を計画し，  

設置の理念に基づいて医療人の臨床能力を重視した臨  

床大学院を目標に，その準備を進めている。その準備  

の一環として，昨年度学部生を対象に実施した臨床大  

学院への進学希望や教育内容への希望の調査3）におい  

ては，学部生の高い進学希望率と専門職医療人の育成  

が求められていることが明らかになった。   

今回は，京都大学大学院医学系研究科人間健康科学  

系専攻（修士課程）の設置の意義と展望を需要と供給  

の両面から探るために，大学院修了生の主要な受け入  

れ先になると考えられる病院の病院長を対象として調  

査を行った。以下，主要な結果は学部生との比較にお  

いて記述した。  

Ⅲ．調査対象および方法  

調査対象および調査方法の詳細は，以下の通りであ  

る。   

1）調査時期：2004年12月   

2）調査対象：京都大学関連病院の合計32施設の病  

Ⅰ．は じ め に  

近年，生活者の医療に対するニーズの多様化，医療  

技術や医療機器などの進歩に伴う医療事故の多発，少  

子高齢化による人口構造や疾病構造の変化とそれに伴  

う医療費のGNPに占める割合の急速な増大，世界的  

な拡大を見せる新旧感染症など，保健・医療・福祉を  

取り巻く環境は大きく様変わりし，それらに対応し得  

る医療専門職の育成が緊急な課題として要請されるよ  

うになった。そのため，わが国では「近年の医学・医  

療の進歩に伴う高度化・専門分化等に十分対応しうる  

看護の専門知識・技術と豊かな人間性や的確な判断力  

を有する資質の高い看護師等を大学において養成する  

ことが社会的に要請されている」1）として，1992年よ  

り看護系大学の設置が推進され，2005年4月の時点で  

看護系大学は127校（入学定員9，544人）となってい  

る。   

このような社会情勢を受けて，大学院教育において  

も，「看護系大学の整備充実に伴い，今後ますます必  

要とされる大学等の教員や研究者の養成を図るため，  

看護系大学院の整備充実に努めることが必要であ  

る」1）とされ，国家政策として大学と共に大学院の設  

立も同じく1992年より推進され，2005年4月の時点  

で，看護系大学院修士課程80校（同1，389人），博士課  

程31校（同262人）と，急増しているのは周知の通り  

である。なお，この政策は看護学分野のみならず，他  

の医療専門職においても同様であることは論をまたな  

い。   

このように，当初は大学院においては教育者や研究  

者の育成に力点が置かれていたが，1998年の大学審議  

会大学院の報告書2）によると，「国際的にも社会の各  

分野においても指導的な役割を担う高度の専門的な知  

識・能力を有する者の養成や再学習などに対する期待  
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表1 対象の背景  

1．病院数 28施設  

2．病床数 512．1±251．3床（60～1116床）   

300床未満  5施設   

300床以上500床未満  9施設   

う00床以上1，000床未満12施設   

1，000床以上  2施設  

3．医療人の人数（単位：人）  

常勤者  非常勤著   

者護師  332．0±2氾1（ヰ0～931）23．1±1臥5（0～64）   

臨床検査技師 23．5±18．9（3～94）2．9±3．9（0～12）   

理学療法士  7．8±5．7（0～24）0．3±0．8（0～3）   

作業療法士  3，8±5．0（0～20）0．1±0．3（0～1）  図且 臨床大学院への期待  

院長   

3）調査方法：郵送による質問紙調査   

4）回収件数：28施設の病院長，回収率：87．5％   

5）質問肢は，施設の規模や医療人の人数，本大学  

院への設置の期待，施設における受験希望の可能性や  

受験資格，人材育成・領域・開かれた大学院とするた  

めの希望，進学への支援と支援内容，修了後の採用や  

処遇などから構成した。   

6）倫理的配慮：調査の主旨，無記名，自由意′酎こ  

よる参加，結果の利用方法などを質問紙に記述し，協  

力を依頼した。  

Ⅳ．結  果   

1．回答者の背景（表1）   

施設数は28施設で，病床数は300床未満5施設，500  

床未満9施設，1，000床未満12施設，1，000床以上2施  

設で，平均病床数は512．1±251．3床であった。医療専  

門職の人数は，常勤者をみると看護師332．0±210．1  

人，臨床検査技師23．5±18．9人，理学療法士7．8±5，7  

人，作業療法士3．8±5．0人であった。  

㌢．本学大学院への設置の期待，受験希望の可能性  

（図1～3）   

本学科に臨床大学院を設置することについては，病  

院長では「非常に期待している」が82．1％と最も多  

く，「あまり期待していない」10．7ヲ≦，「あまり関心が  

ない」3．6％であった。学部生においても「非常に期  

待している」は82．4％を示し，両群ともに8割以上と  

極めて高率を示した。   

施設に勤務する医療者の医療系大学院への進学希望  

の可能性については，病院長では「ありうる」66．7  

％，「ないと思う」33．3ヲ‘であった。学部生の調査で  

は「受験したい」31．1％，「専門分野を検討してから」  

34．8ヲ占で，両者を併せると65．9％であり，病院長およ  

び学部生ともにほぼ7割という高い受験可能性を示し  

た。   

さらに，臨床大学院への受験資格として必要な実務  

経験年数については，病院長では「2年」が64．3％と  

図2 医療系大学院への受験および進学希望の可能性  

図3 受験資格として必要な実務経験年数  

最も多く，次いで「3～5年」32．1％で，「必要ない」  

は僅かに3．6％であった。学部生の調査でも「2年」  

が44．4％と最も多かったが，「必要ない」と「1年」  

を併せた2年未満は38．3％におよび，2年未満と2年  

以上に分けると，病院長と学部生間には有意差が認め  

られ，病院長は学部生よりも受験資格として実務経験  

の必要性を認め，またより長い実務経験年数を求めて  

いた。  

3．本学大学院の目的。領域。教育制度への希望  

1）人材育成への希望（図4）   

本学大学院では特にどのような人材育成に力を入れ  

るべきかについて，病院長では「専門職医療人の育  

成」が最も多く78．6％，次いで多いのは「教育者の育  

成」で64．6％，「統合的・総合的視野を持った人材の  

育成」46．4ヲ占，「人間性豊かな医療サービスを創設。  
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図4 大学院に要望する人材育成  

提供できる人材の育成」42．9％，「研究者の育成」と  

「管理者の育成」は35．門‘であった。   

学部生でも「専門職医療人の育成」が64．7％と最も  

多かったが，次いで多かったのは「研究者の育成」の  

49．6ヲ占であった。「人間性豊かな医療サービスを創  

設・提供できる人材の育成」48．9％；，「統合的・総合  

的視野を持った人材の育成」43．9％，「国際的視野を  

持った人材の育成」42．4％はいずれも4割強を示し，  

病院長とほぼ同率またはやや高率であったが，病院長  

で多かった「教育者の育成」は ほぼ1／2の36．門‘で  

あった。痛院長は「教育者の育成」と「管理者の育  

成」で，学部生よりも有意に高率を示した。   

2）開かれた大学院にするための要望（図5）   

開かれた大学院にするためにどのようなことを希望  

するかについては，「地域に根ざした公開講座・研究  

会・学習会・講習会など」が67．9％と最も多く，次い  

で「情報ステーション機能」53．6％，「共同研究」  

42．9％，「保健医療施設の諸問題の相談や管理運営へ  

の共同参画」39．3％と，いずれも高度で継続的内容の  

要望が高率であった。   

3）優れた人材を求めたい領域（図6－1，6－2）   

施設を充実・発展させるためにどのような領域に優  

れた人材を求めるかについてみると，希望が多かった  

のは，看護学専攻では「がん看護」100．0％，「感染看  

護」88．7％，「急性看護」67．9％，「慢性看護」「精神  

図6・1どの領域に優れた人材を求めるか（看護領域）  

図6－2 どの領域に優れた人材を求めるか（検査・リハ  
ビリテーション領域）  

看護」「在宅ケア」はいずれも57．1％であった。検査  

技術科学専攻では「画像診断」67．9％，「遺伝子診断」  

64．3ヲ‘，「細胞診断」57．1％，理学療法学専攻では  

「運動機能回復」78．6％，「運動機能解析」60．7％，作  

業療法学専攻では「発達支援」53．6ヲ‘，複合科学分野  

では「チーム医療」57．1％がいずれも高率であった。   

4）教育制度の希望（図7）   

大学院で採用して欲しい制度についてみると，病院  

長においては，聴講制度は「必要」82．1％，「必要で  

ない」17．9％で，学部生とほぼ同率を示した。研究生  

制度は「必要」75．0％，「必要でない」25．0％，長期  

履修制度は「必要」71．4％，「必要でない」28．6ヲ‘で，  

いずれも必要とする回答が7割以上と高率であった  

が，学部生よりはやや低率であった。  

4．大学院進学希望者の修学支援（図8，9）   

施設で勤務する医療者から医療系大学院への進学希  

望が出た場合の対応については，「支援する」79．2％，  

「支援しない」20．8％であった。また，その支援内容  

としては，「大学院修了後，職場復帰を保証する」  

68．4％，「休職者として無給」52．6％，「休職者として  

2年間有給」15．7％，「奨学生として派遣出張扱いと  

する」10．6％，「勤務時間を考慮し，通学させる」  

10．5ヲ‘で，修学中および修学後の身分保障を中心とす  図5 開かれた大学院にするための要望  
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図10 大学院修了者の採用  

専門職医  

医療漫の教育垣  

籠  

医療亀の研究指  

¢1服〉 がほ；削）現場！机 80カ 78．¢ 漁  

図7 臨床大学院で採用して欲しい制度  

図11大学院修了後の処遇   

導者として処遇」12．0％であった。  

Ⅴ．考  察   

1．受験希望の可能性（表2）   

京都大学大学院医学系研究科人間健康科学専攻（修  

士課程）の設置に関する病院長の期待は8割強と非常  

に高く，受験希望の可能性も7割と既に行った学生へ  

の調査とほぼ同率を示し，需要と供給のニーズともに  

極めて高いことが分かった。   

また，病院長は受験資格として実務経験の必要性を  

認め，学部生よりも有意に長い2年以上の実務経験年  

数を求めていたが，これは大学教育を受けた学生の臨  

床能力のなさ4）や，医療訴訟の多発などを反映してい  

るものと考えられる。本大学院は高度医療専門職の養  

成を1つの柱としていることから，受験資格として2  

年以上の実務経験を要請しており，これは病院長との  

意見とも合致するものである。  

2．大学院の人材育成・教育内容・活動への要望   

本大学院が志向する臨床大学院に関する意見をみる  

と，大学院に求める人材養成の希望としては「専門職  

医療人の育成」や「教育者の育成」が高く，修了後の  

施設での処遇としても「専門職医療人として」や「医  

療職の教育担当者として」が高く，病院長においては  

専門職医療人や教育者の育成に対する要望が高いこと  

が分かった。これは，学部生が第2位に「研究者の育  

成」を希望しているのと大きく異なる部分であるが，  

現在の臨床現場においては，臨床問題の系統的解決や  

新しい知見の探求よりは，医療職を教育できる人材が  

図8 勤務する医療者から大学院への進学希望が出た場  
合の対応  

病院会体で1年鰍二支援できる人数  1甜人あたりに換算した地合の支せ人数  

人′年  人JlOO  

図9 大学院への修学を支援できる人数  

るもので，経済的支援を含む積極的支援はやや少な  

かった。   

また，病院全体で1年間に大学院への修学を支援で  

きる人数は，看護部門1．12人，検査部門0．23人，リハ  

ビリテーション部門0．15人であった。医療人100人あ  

たりに換算すると，看護部門0．48人，検査部門0．99  

人，リハビリテーション部門2．0人であった。  

5．大学院修了者の採用と処遇（図10，11）   

大学院修了者の採用については，「検討する」96．4  

％，「不用である」5．6％であった。また，施設におけ  

る支援者が大学院を修了して戻った場合の処遇につい  

ては，「専門職医療人として処遇」が72．0％と最も多  

く，次いで「医療職の教育担当者として処遇」48．0  

％，「給与のアップを行う」12．0％，「医療職の研究指  
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表2 学部生と病院長の比較  

項  目   
学  部  生   病  院  長   

大学院の期待  期待する82．4％  期待する 82．1％   

大学院の受験受験希望   受験したい31．1％，  
専門分野を検討してから受験したい34．8ヲ‘   ありうる66．7％   

経験年数   2年以上60．9％   2年以上96．4ヲ‘   

障 害   経済面27．3ヲ右，修了後の就職25，9％  

大学院の教育 人材育成   専門職医療人の育成64．7％，   専門職医療人の育成78．6％，  
研究者の育成49．6％   教育者の育成64．6％   

がん看護100％，感染看護88．7％， 67 
充実したい領域  各専門領域十先進医療学  画像診断．9％，遺伝子診断64．3ヲ占，  

運動機能回復78．6ヲ占   

制度の希望   研究生・聴講・長期履修制度   聴講・研究生・長期履修制度   

地域に根ざした公開講座・研究会・学習会な  
開かれた大学  どぅ3．6％，共同研究42．9％，  

諸問題の相談や管理運営の共同39．3ヲ‘   

大学院修学中の支援  支援する 79．2％   

1年間の支援者  露登呂：主…条目‡≡33失∃；  
リハビリテーション0．15人（2／100人）   

支援内容  
修了後職場復帰を保証する6臥4％，  
休職者として無給52．6％   

大学院修了後 採 用  検討する 96．4％  

病院勤務47．5％，専門職医療人44．6％，  専門職医療人72．0％，   博士課程33．1％；  医療者の教育担当48． 0ヲ占   

まだまだ不足していることを示す結果とも考えられ  

る。また，「管理者の育成」でも病院長が有意に高率  

を示したが，現在の複雑で進歩の激しい医療組織にお  

いては，臨床経験を積んで管理者になっていく現行シ  

ステムでなく，大学院で医療管理学や医療経済学など  

の基礎的知識を学んだ高度医療専門職が管理者になる  

ことが望まれているものと推測できる。   

教育内容においては，「がん看護」「感染看護」「画  

像診断」「遺伝子診断」など，現在最も多い疾病やグ  

ローバル化時代を反映して世界的な広がりを見せる感  

染症の分野および移植医療や再生医療の発達，遺伝子  

治療などこれから大きな需要と発展が予測される分野  

への期待が極めて大きかった。また，少子高齢化社会  

を反映して，「運動機能回復」「運動機能解析」「発達  

支援」「在宅ケア」などの期待も高かった。学部生に  

おいてもそれぞれの専門分野の教育に加えて，「先進  

医療学」の希望が高かったことから，疾病構造の変  

化，高度先進医療や世界医療の動向などを敏速にかつ  

正確に捉えて，教育や研究に反映していくことが求め  

られている。   

さらに，開かれた大学院にするための要望として  

は，「地域に根ざした公開講座・研究会・学習会・講  

習会など」や「情報ステーション機能」，「共同研究」  

や「保健医療施設の諸問題の相談や管理運営への共同  

参画」など，地域に根ざした継続的かつ指導的な活動  

に要望が高かった。今後は，医療システムやIT社会  

の進歩を基盤として，地域社会や国際社会との連携を  

視野に入れ，本大学院の果たすべき役割を充分に反映  

したカリキュラム編成が課題である。  

3．大学院進学および修了後の支援   

進学希望者への支援体制については，「支援する」  

が79．2％と極めて高い反面，支援内容としては「修了  

後，職場復帰を支援する」や「休職者として無給」な  

ど，修学中および修了後の身分保障という消極的内容  

に留まっていた。学部生の調査においても，受験上の  

障害として，「経済面」や「修了後の就職」の問題が  

大きな関心事となっている。これらは大学院の進学率  

にも大きな影響を及ぼす問題であることから，大学院  

生の経済的基盤の保証や大学院修了後の進路確保も，  

今後病院などの関連施設と協議・連携すべき大きな課  

題である。  

Ⅵ．ま  と  め  

京都大学関連病院28施設の病院長を対象に，臨床大  

学院を目標にした京都大学大学院医学系研究科人間健  

康科学系専攻（修士課程）の設置に関する要望を調査  

し，以下の結果を得た。  

1．本大学院に期待する者は82．1％と高率で，医療  

系大学院への進学希望の可能性は「ありうる」66J％  

で，受験資格として必要な実務経験年数は「2年」  

64．3％，「3年以上」32．1％で，「必要ない」は僅か  

3．7％であった。  

－39－   
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2．大学院でどのような人材育成を希望するかにつ  

いては，「専門職医療人の育成」78．6％，「教育者の育  

成」64．6％，「統合的・総合的視野を持った人材の育  

成」46．4％，「人間性豊かな医療サービスを創設・提  

供できる人材の育成」42．9％，で，高度専門職や教育  

者の育成に加えて，広い視野を持つ人材の育成が求め  

られていた。   

3．どの領域に優れた人材を求めるかについては，  

看護学領域では「がん看護」「感染看護」，検査技術学  

領域では「画像診断」「遺伝子診断」，リハビリテー  

ション科学領域では「運動機能回復」「運動機能解  

析」，複合科学領域では「チーム医療」が高かった。   

4．教育制度の希望としては，聴講制度の希望82．1  

％，研究生制度の希望75．0％，長期履修制度の希望  

71．4％で，いずれも高率であった。   

5．施設で勤務する医療者から大学院進学希望者が  

出た場合に「支援する」は79．2％で，支援内容は「修  

了後，職場復帰を支援する」68．4％，「休職者として  

無給」52．6％で身分保障を主流とするものであった。  

また，病院全体で支援できる人数は，看護1．12人（1  

人／200人），検査0．23人（1人／100人），リハビリテー  

ション0．15人（2人／100人）であった。   

6．大学院修了後の採用は「検討する」96．4％で，  

大学院修了者の処遇としては「専門職医療人として」  

72．0ヲ‘と，「医療者の教育担当者として」48．0％で  

あった。   

以上，在学生の調査に引き続いて病院長に行った調  

査からも，本学大学院の設置に高い期待が示された。  

また，その教育目的や内容に関しては，京都大学・京  

都大学病院に蓄積された有形無形の財産を基盤に，疾  

病構造の変化に対応し，移植・再生医療なども含めた  

高度先進医療を担い，少子高齢化や医療のグローバル  

化などに対応できる保健医療の高度専門職医療人や教  

育者を育成するための大学院設置が強く望まれている  

ことが明らかになった。  
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